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新型コロナウイルス感染症拡大防止の取組を
優先し、６月定例会議の会議日程等を縮小し
たため、今号は紙面構成を変更しております。

お知らせ

市議会における新型コロナウイルス感染症
対策の記事は、２面と７面です。

6月定例会議
新型コロナウイルス感染症対策に関する補正予算や
市民の生活と地域経済を守るための対策に関する
意見書など６件の議案を可決
　6月定例会議は、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止の観点から会議日程を7日間短縮し、5
月26日から6月19日までの25日間の会期で開
催されました。
　代表質問では、新型コロナウイルス感染症対策
の質問のほか、市長等の給与減額の目的等につい
て質問がなされました。
　そのほか、追加で提出された、新型コロナウイ

　9月定例会議の予定は、次のとおりです。  
　本会議・委員会は、午前9時30分から開会される予定です。  
　また、決算特別委員会の各分科会は、それぞれ同日の委員会終了後に
開会される予定です。ただし、各委員会の審査の状況により、翌日以降
の開会となることがあります。

ルス感染症に係る経済対策事業等に要する経費の
補正予算の議案について、消費喚起協力金（キャ
ッシュバック事業）の実施時期や内容等の質問が
なされました。
　また、同じく追加で提出された、麻溝台・新磯野
第一整備地区土地区画整理事業の再建の検討に要
する経費の補正予算の議案について、議案の提出
時期や具体的な委託内容等の質問がなされました。

8月 20日（木）
 26日（水）
9月 3日（木）
 4日（金）
 

 8日（火）
 
 9日（水）
 
 10日（木）

議会運営委員会
本会議（提案説明）
本会議（代表質問・個人質疑）
本会議（代表質問・個人質疑）
〈本会議終了後〉
決算特別委員会
総務委員会
決算特別委員会総務分科会
環境経済委員会
決算特別委員会環境経済分科会
民生委員会
決算特別委員会民生分科会

 11日（金）
 
 14日（月）
 
 25日（金）
 28日（月）
 29日（火）
 30日（水）
 

10月 2日（金） 

建設委員会
決算特別委員会建設分科会
市民文教委員会
決算特別委員会市民文教分科会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（委員長報告、採決）
〈本会議終了後〉
決算特別委員会
本会議（委員長報告、採決）
〈本会議終了後〉
議会運営委員会
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主 な 議 案 の 概 要
６月定例会議

※かかり増し経費
通常のサービス提供時では想定されない、感染症拡大防止のための経費

用 語
解 説

その他詳細は、
市議会ホームページをご覧ください。

事業再建の検討経費

令和2年度麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業
特別会計補正予算（第1号）

補正額　2,800万円
　麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業の再建の検討に
必要となる事業計画の変更案を作成するために、債務負担行為を
設定する。

新型コロナウイルス感染症対策経費
令和2年度一般会計補正予算（第5号）

市長等の給料月額の減額
市長等常勤の特別職の給与に関する条例の一部改正

　麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業に係る不適切な
事務執行に関し、市長、副市長の給料月額を減額する。

寄附金税額控除ＮＰＯ法人の解散

個人の市民税の控除対象となる寄附金を受け入れる
特定非営利活動法人等を定める条例の一部改正

　個人の市民税の控除対象となる寄附金を受け入れる特定非営利
活動法人の解散に伴い、その法人に係る規定を削除する。

新型コロナウイルス感染症対策経費
令和2年度一般会計補正予算（第4号）

補正額　4億7,700万円
●  「かながわ子ども家庭110番相談LINE」への参加
●  民間児童養護施設等の備品や消耗品の購入
●  危険手当支給制度を創設した医療機関に対する補助金
●  消費喚起協力金（キャッシュバック事業）の交付

　相模原市議会では、国の緊急事態宣言が発令されている中、４月９日に開催した各派代表者
会議（正副議長及び会派の代表者）において、市議会災害対策会議として「相模原市議会新型
コロナウイルス感染症対策本部会議」の設置を決定しました。

　情報収集及び共有の推進や、市をはじめ、国、県、関係機関等との調整、
感染症拡大防止のための予算や経済対策の議案に対する速やかな審議に
ついて協議するため、正副議長、会派の代表者及び議会運営委員会の正
副委員長を構成員とした同本部会議を設置した。

　業務継続計画の実施に伴う議会局の業務の縮小や職員の勤務体制につ
いて報告し、国の緊急経済対策等に係る補正予算の審議を行うための臨
時会議等、今後の議会運営について協議がなされた。また、議員を通じ
て寄せられている市民からの要望について取りまとめを行った。

　迅速かつ的確に家計への支援を図る国の緊急経済対策「特別定額給付
金」を円滑かつ速やかに審議するため、今後の議会運営について協議が
なされた。また、地域経済の急激な減速に対応するため、市独自の経済
対策の実施や、市民への支援策などの意思決定や情報提供の在り方につ
いて意見が出され、「新型コロナウイルス感染症対策 相模原市議会緊急
要望」として取りまとめ、市長へ提出した。

　感染症拡大の影響を受けている小規模事業者や妊婦、ひとり親家庭等
への支援等に要する経費を計上する補正予算等の議案を円滑かつ速やか
に審議するため、今後の議会運営について協議がなされた。また、特別

定額給付金を一刻も早
く市民へ給付するよう、
市の取組について担当
部局に質疑したほか、
緊急事態宣言の期間が
５月31日まで延長さ
れたことに伴う市設置
施設の利用休止期間の
延長の在り方等につい
て協議がなされた。

　感染症に係る地域医療協力事業補助金や経済対策事業等に要する経
費を計上する補正予算等の議案を円滑かつ速やかに審議するため、今
後の議会運営について協議がなされた。

　国の補正予算成立を受けて提出される感染症に係る生活困窮者自立
支援事業やひとり親世帯等臨時特別給付金等の補正予算の議案を円滑
かつ速やかに審議するため、今後の議会運営について協議がなされた。

　国の第２次補正予算に伴う新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金に関する市議会としての考え方のほか、国際交流事業や行
政視察の在り方について協議がなされた。

「相模原市議会新型コロナウイルス
　感染症対策本部会議」を設置

第4回本部会議

第1回本部会議

補正額　13億3,600万円
●  新型コロナウイルス感染者等が発生した障害福祉や介護サービ
ス事業所等のかかり増し経費（※）等の補助

●  生活困窮者等の住居確保給付金の増額
●  民間児童クラブの平日午前中開所の経費と欠席した児童の利用
料減免経費の一部補助

●  低所得のひとり親世帯への臨時特別給付金の支給
●  小中学校等の保健衛生用品の購入や学校トイレの清掃業務委託
の拡充

●  給食室と学校給食センターへのスポットクーラーの設置
●  修学旅行を中止とした中学校等の取消料
●  臨時休校に伴う授業時間数短縮による、学習理解支援のための
学習支援員の配置

●  増大が想定される教員の業務量軽減のための、スクール・サポー
ト・スタッフの臨時的な増員

第1回市議会新型コロナウイルス感染症対策本部会議 4月9日開催

第２回同本部会議 4月16日開催

第３回同本部会議 4月24日開催

第４回同本部会議 5月11日開催

第５回同本部会議 5月29日開催

第６回同本部会議 6月15日開催

第７回同本部会議 7月6日開催

（2）  2020年（令和2年）8 月 1 日



新型コロナウイルス感染症
状況と対策は

ＰＣＲ検査の様子

「支えあおう！さがみはらフェスタ2019」（11月16・17日開催）における
「復興ブース」の様子

感染者の発生状況と対策は。

本年２月16日に感染を確認
した後、短期間に患者が増
加し、４月上旬から中旬を
ピークに減少した。ＰＣＲ検
査体制の強化や積極的疫学
調査の実施に加え、医療機
関・従事者の献身的な取組
等により感染の拡大を最小
限に抑えられた。

市
長 （仮称）行財政構造改革プラン

策定延期による影響は

策定の見通しと市民への影響は。

プランの策定時期について、来年３月末を目途に再延期した
い。プランは本市の行く末を左右するものであり、策定の遅
れは、市民サービスの確保に影響を与えるため、感染症収束
後に本市の目指すべき姿を踏まえ早期に策定したい。

市
長

市内医療機関の状況と支援策は。

感染を避けた受診控えにより、患者が減少し、経営的に深刻
な影響が出始めている。引き続き独自の病床確保制度による
支援を行うとともに、新たな支援制度を創設したい。

市
長

麻溝台・新磯野土地区画整理
市長等の給与減額の目的等は

本事業に関する今後の調査と対応は。

庁内検証チームや第三者委員会による調査等により、一応の
区切りがついたと考えている。今後、新たな非違行為が確認
された場合には厳正に対処していく。

市
長

市長等特別職の給与条例改正に至った経緯や考えは。

麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業における非違
行為が、市民の信頼を大きく損なうものであり、社会に与え
る影響が重大であったことを重く受け止め、市政の責任者と
して、一定の責任があると考えている。

市
長

外出自粛によるＤＶや児童虐待の発生状況と対策は。

３月・４月のＤＶ相談件数は252件
で、昨年の同時期から106件増加し
た。配偶者等からの暴力は重大な人
権侵害であり、様々な機会や媒体を
通じて意識啓発を図っていく。児童
虐待通告受理件数は313件で、休業
により学校からの通告が減り60件
減少した。学校等の関係機関と協力
し、電話や訪問等で定期的に子ども
や家庭の状況把握に取り組んでいく。

市
長

小中学校の長期休業における課題と再開後の対応は。

休業期間中、児童生徒の心身の健康状態と学習状況の把握に
努めてきた。再開後は、児童生徒の様々な不安を受け止め、
一人ひとりに寄り添いながら、学校が安心できる学びの場と
なるよう取組を進めている。

教育長

消費喚起や景気浮揚への取組の検討状況は。

新型コロナウイルス感染症の収束を見据え、市民と事業者の
双方を支援する取組が必要であることから、消費拡大を促す
事業として、市内の登録店舗を利用した市民に対し、キャッ
シュバックを行う事業の実施を検討している。

市
長

特別定額給付金の申請に支援が必要な方への対応は。

関係団体や施設等の協力を得ながら周知に努め、外国人につ
いては申請書記入例の翻訳版の作成、視覚障害者については
広報さがみはら号外の点字版の作成等の対応をしている。

市
長

第２波、第３波に備えた医療体制の充実は。

市内の医療機関に協力いただき、感染した患者が入院するた
めの病床を確保している。引き続き、県や医療関係団体等と
連携し検査体制の充実や病床の確保等に取り組んでいく。

市
長

策定による今後の事業への影響は。

行財政構造改革は、将来の財政環境の変化に機動的・弾力的
に対応できる財政基盤を確立する取組で、感染症の影響によ
る税収減が懸念される中、これまで以上に重要になる。

市
長

令和元年東日本台風
今後の災害への対応・対策は

令和元年東日本台風の復旧・復興の取組状況は。

昨年11月に復旧・復興基本方針を定め、８回にわたる地域と
の意見交換会等を行い、本年５月に取組状況等をまとめた復
旧・復興ビジョンを策定した。今後は本ビジョンに掲げる取
組項目を着実に推進し、復旧・復興に取り組んでいく。

市
長

新型コロナウイルス感染症を踏まえた避難所等の対
策は。
三つの密を避けることが重要であり、可能な限り多くの避難
所等を開設する。手洗い等の感染対策の徹底、発熱等の症状
がある方のスペース確保等、適切な対応を図っていく。

市
長

【代表質問を行った議員】
阿部 善博（自民党相模原） 小田 貴久（市民民主）
久保田浩孝（公明党） 田所健太郎（日本共産党）
長谷川くみ子（颯爽）

５会派による代表質問の要点を
ピックアップしました。
詳しい内容については、
市議会ホームページや
議会中継（録画）などをご覧ください。

代 表
質 問

パープルリボンさがみん

相模原市　復旧・復興ビジョンから抜粋

2020年（令和 2年）8 月 1 日  （3）
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相模総合補給廠

歴史的公文書

一
質
市政全般にわたる、一般質問の
ポイントを抜き出しました。

6 月 定 例
会 議

議案以外の市政全般
に関する質問を
一般質問と言うんだよ。

その他の質問　高齢者が安心していきいきと暮らし続けるためになど

寺田 弘子
（自民党相模原）

病児・病後児保育
市外施設利用家庭への支援は
市医師会や、利用者がいる町田市、大和市と
意見を交換し課題の整理に努めており、市外
施設利用者にも寄り添った対応となるよう、
広域連携の在り方について検討していく。

市長

児童福祉法等の改正を機に
体罰によらない子育て周知は
法改正の趣旨を広く市民に周知することが重
要であると考え、子育てガイドや、市ホーム
ページのほか11月の児童虐待防止推進月間で
の活動等で重点的に周知していく。

市長

その他の質問　歳入確保策／避難訓練の意義など

関根 雅吾郎
（市民民主）

相模総合補給廠返還地の活用
子育て世代を呼び込む施策は
相模原駅北口地区のまちづくりを進める上で、
市民ニーズを適切に捉え、多くの方に選ばれ
るまちとなるよう、また、民間活力の活用等
多角的な視点を持って取り組んでいく。

市長

新型コロナウイルス感染症対策
支援寄附金制度の周知は
広報さがみはらやホームページによる周知に
加え、チラシを活用する等、広く案内してきた。
多くの方に趣旨や意義を理解して頂き、寄附
を通じた支援の輪を広げていきたい。

市長

その他の質問　災害復旧の取組／森林環境譲与税

栗原 大
（市民民主）

リニア中央新幹線の駅名
橋本駅とするよう働きかけは
利用される方が認識しやすく、多くの方に親
しまれ、本市の知名度の向上につながる名称
が望ましい。JR東海の動向を注視しながら、
機会を捉え、本市の考えを伝えていく。

市長

（仮称）津久井農場計画
住民の反対運動への対応は
環境影響評価手続きに係る「準備書市長意見
書（※）」で、事業者に対し、地域住民との十
分な対話や、土地改変に伴う環境負荷の低減
を求める等、丁寧な対応に努めている。

市長

その他の質問　子どもたちをウイルスから守るためになど

西家 克己
（公明党）

市庁舎窓口等での飛沫感染
具体的な防止対策は
新型コロナウイルス感染症対策が長期化する
ことを見据え、ビニールシートより強度の高
いアクリル板の設置をはじめ、窓口等の有効
な衛生対策等を講じていく。

市長

新型コロナウイルス経済対策
応援クーポン券の活用は
市の経済対策と並行して、商店街等が行う独
自のクーポン券等を活用した取組は、相乗効
果が期待される。検討している事業者等と連
携し、周知を図る等支援に努めていく。

市長

その他の質問　住居確保給付金／感染症に係る情報提供の在り方など

今宮 祐貴
（日本共産党）

コロナ禍で不安を抱える市民
生活保護制度の更なる周知を
ホームページや各区の相談窓口等にパンフレ
ットを配架し周知している。新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大を踏まえた制度の運用
についても広く知らせていきたい。

市長

在日米軍の感染状況の公表
国に対して強く求める考えは
市内基地内の状況は、直接聞き取りを行い、
今後も情報共有を行うことを確認した。米軍
人等の感染症の情報は、日米協力のもと、速
やかに提供することを要請している。

市長

その他の質問　（仮称）行財政構造改革プランの検討における公民連携の視点など

大八木 聡
（自民党相模原）

専門的知識と指導権限を持つ
公文書管理専門官の配置は
適正な公文書管理のための専門的知識・技能
と指導権限を持つ職員の配置も必要と考えら
れることから、今後、その在り方について検
討していきたい。

市長

ＡＩ（※）等の技術革新を踏まえた
広聴体制の在り方の検討は
ＡＩ等の先進的技術を活用した事例や技術革
新等の動向を注視しながら、より良い広聴体
制の在り方を調査・研究し、効率的で質の高
い広聴サービスの充実に取り組んでいく。

市長

その他の質問　本市の経済支援など

折笠 正治
（自民党相模原）

修学旅行等行事の中止や延期
児童生徒との向き合い方は
臨時休業を踏まえた教育課程の編成を進めて
おり、感染症対策を講じながらも、児童生徒
が学校生活に意欲を持ち、主体的に取り組め
る学校行事の実施を検討している。

教育長

都市計画道路翠ヶ丘線
今後の拡幅整備の考え方は
座間市や大和市との道路ネットワークを形成
する路線であり、隣接市の都市計画道路の事
業進捗や交通の状況を踏まえ、今後の事業の
進め方について検討していきたい。

市長 学校再開直後、分散登校時の授業の様子

※準備書市長意見書
環境アセスメントの調査、予
測、評価を終え、結果を記載
し、市長に送付された文書に
対する意見書

※ＡＩ
人工知能。言語の理解や推論、問題解決などの
知的行動を人間に代わってコンピューターに行
わせる技術

てら だ ひろ こ せき ね まさ ご ろう

にし や かつ み

おり かさ まさ はる

くり はら ゆたか いま みや ゆう き

おお や ぎ さとし

しょう

ひ まつ

みどり が おか
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テレワークの様子

マイ・タイムライン作成ガイドブックなど

特定外来生物のオオキンケイギク

一 般
質 問
市政全般にわたる、一般質問の
ポイントを抜き出しました。

月 定 例 会
議

議案以外の市政全般
に関する質問を
一般質問と言うんだよ。

その他の質問　テクノロジーを活用した危機管理や地域課題解決など

五十嵐 千代
（颯 爽）

ポスト・コロナ時代のまちづくり
現状認識と今後の方針は
テレワーク等の新しいライフスタイルの経験
により、利便性や効率性が実感される面があ
る。このような変化に柔軟に対応し、今後の
まちづくりに取り組んでいく必要がある。

市長

ひとり親家庭等への支援
養育費の不払いへの対応は
養育費の確保は、ひとり親家庭の生活を維持
する上で欠かせないものである。国の動向や
他の自治体の取組状況も踏まえて、効果的な
支援策について検討していく。

市長

その他の質問　障がい者政策／財政状況を踏まえた効率的な行政運営など

中村 昌治
（自民党相模原）

さがみはらポイント事業
モデル地区事業の期間延長は
対象事業の中止や外出自粛等の影響により、
ポイントの付与や利用の減少が見込まれ、効
果の検証が困難である。地域の意見を伺って、
実施方法や期間を検討していきたい。

市長

「泳げ鯉のぼり相模川」
観光等に対する貢献と評価は
例年、市内外から40から50万人が訪れ、本
市の魅力を広く発信し、愛着が感じられる機
会になったと認識している。実行委員会には
深く敬意を表し、感謝申し上げたい。

市長 詳しい内容については、
市議会ホームページや
議会中継（録画）をご覧ください。

※特定外来生物
外来生物のうち、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、又は及ぼすお
それがある生きもののこと。

※70デシベル以上
音の大きさを図る単位であり、人が感じる感覚的な音の大きさを表す。70デシベル以上は、
日常生活の中では掃除機や電車の中の音等が目安となる。

陳 情 の 審 議 結 果

不 択採
▷新型コロナウイルス感染症拡大に際し第一線の医療提供体制の支援強化を求めることについて
▷別居・離婚後の「面会交流」という表現を「親子交流」へ名称変更することについて

い が ら し ち よ

なか むら まさ はる

その他の質問　市道新戸相武台の暫定供用開始と今後の課題など

金子 豊貴男
（市民民主）

生物の保護と適正管理の施策
特定外来生物（※）防除への取組は
生態系に被害を及ぼすとして法で指定されて
おり、優先的に防除することが重要と考えて
いる。駆除等の対応と、市民への普及啓発等
を実施し、一体的な防除を図っている。

市長

空母艦載機県外移駐から２年
厚木基地の騒音実態は
70デシベル以上（※）の音が5秒以上続いた回
数は、平成29年度から30年度は大幅に減少
した。今後も国・米軍に対して、騒音被害の
解消に向けた取組を要請していく。

市長
かね こ と き お

その他の質問　新型コロナウイルス感染症対策／経済対策など

大崎 秀治
（公明党）

テレビ神奈川データ放送の周知
ひばり放送や掲示板の活用は
広報さがみはらやホームページ、チラシ等に
より利用方法も含め周知し、市民生活に大き
な影響を与える状況が生じた場合等、テレビ
神奈川と連携し、更なる活用を図りたい。

市長

災害時のマイ・タイムライン作成
多角的で有効な推進は
今後は、防災マイスターに協力をいただきな
がら、様々な媒体を活用した、マイ・タイム
ラインの作成方法の動画配信等、普及啓発を
進めていきたい。

市長
おお さき ひで はる

Social
distance
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上程された議案及び陳情は、所管の委員会に付託され、細部にわたり審査されました。
主な条例等に関する質問事項は、次のとおりです。委 員 会 の 審 査

市長等常勤の特別職の給与に関する条例の一部
改正
〇給与減額の意義と理由
〇ハラスメント対策等、今後の改善策

【委員長裁決により可決】

総務委員会

令和２年度一般会計補正予算（第５号）所管部分
〇申請要件が緩和された住居確保給付金の対応
状況や他の支援メニュー等への相談体制

〇ひとり親世帯等臨時特別給付金の対象者と申
請方法、振込時期、周知方法

【賛成総員により可決】

民生委員会
令和２年度麻溝台・新磯野第一整備地区土地
区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
〇新たな委託事業者の選定の理由と選考の透明
性確保

〇地中障害物の総量把握や処分費用等の取扱い
【賛成多数により可決】

建設委員会

令和２年度一般会計補正予算（第５
号）所管部分
〇給食調理員の熱中症対策に係るスポ
ットクーラー設置の有効性

〇学習支援員やスクール・サポート・
スタッフの配置に関する考え方

【賛成総員により可決】

市民文教委員会
令和２年度一般会計補正予算（第４号）所管部分
〇消費喚起協力金（キャッシュバック事業）の応
募方法等の事業概要

〇キャッシュバック事業の進め方
【賛成総員により可決】

環境経済委員会

議会内会派の構成
（議員の氏名は50音順、（　）内は略称）

6月定例会議議案の審議結果
凡例：○…賛成、×…反対 議案に対する討論が行われた場合、賛成討論は 、反対討論は を付記しています。反賛

https://www.facebook.com/s.gikaikyoku

Sagamihara City Council相模原市議会

市議会フェイスブックに、「いいね！」をお願いします

相模原市議会は、私たちの活動を皆さまに広くお伝えし、議会及び市政に対する
理解を深めていただけるよう、SNSを通じて積極的に情報発信してまいります。

　市議会だよりは、新聞折り込み
で各家庭に配布しているほか、ま

ちづくりセンター等の一部公共施設や市内主要駅に配
架し、市議会ホームページに掲載しています。また、
視覚に障害のある方への録音版と点字版の利用や戸別
配布をご希望の方は政策調査課（042-769-9803）
へ連絡ください。

□□ □□議員（□□□□）

　市議会ホームページでは、本会議・
委員会の中継が視聴できるよ。
　視聴方法は、「ライブ中継」と「録画
中継」（開催日の翌日以降に視聴可能）
の2通りがあるよ。また、会議録も
閲覧できるよ。

＞＞＞本会議・委員会が見られるインターネット中継をご紹介

ライブ中継
録画中継

スマートフォンやタブレット端末でも見られるよ。
ホームページ https://www.sagamihara-shigikai.jp/

ご案内

市 　 長 　 提 　 出 　 議 　 案

第77号 市長等常勤の特別職の給与に関する条例の一部改正 ○
×
○
× × ×

×

78号
個人の市民税の控除対象となる寄附金を受け入れ
る特定非営利活動法人等を定める条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

79号 令和２年度一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80号
令和２年度麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画
整理事業特別会計補正予算（第１号）

○ ○ ○
×
○ ○ ○

81号 令和２年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 員 　 提 　 出 　 議 　 案

第３号
新型コロナウイルス感染症の拡大を防止し、市民の
生活と地域経済を守るための対策に関する意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

 

 

 

 



3月定例会議

6月定例会議

第1回～3回臨時会議

市議会における新型コロナウイルス感染症対策

新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書を可決

　本市では、３月定例会議初日（２月１３日）を迎えた頃から、市内にお
いて、新型コロナウイルス感染症の感染者の発生が日を追うごとに増
え、保健所を中心として全庁的にその対応に追われる状態となりました。
　市議会としては、市民生活に支障を及ぼすことがないよう議案審議
は真摯に行いながらも、市民の安全安心と感染症拡大防止を最優先
にし、次のような取組を行いました。

　市議会新型コロナウイルス感
染症対策本部会議から、議員
提出議案として「新型コロナウ
イルス感染症の拡大を防止し、
市民の生活と地域経済を守る
ための対策に関する意見書」
が提案され、賛成総員により可
決され、本意見書を国会及び
内閣あてに送付しました。

３月定例会議

令和２年相模原市議会定例会
３月定例会議、第1回～3回臨時会議、6月定例会議開催日程

●会議日程の短縮（40日間から30日間へ）
●一般質問の中止
●会議時間の短縮
●質疑、委員長報告（文書による提出）、討論を簡潔に行う。
●感染症に対応する理事者の出
席者及び緊急対応時の出退
席は自由とする。
●インターネットによる議会中
継の視聴の推奨
●「新型コロナウイルス感染症
の拡大を防止し、市民の安全
安心を守るための対策に関す
る意見書」が賛成総員で可
決（3月13日）

臨時会議（新型コロナウイルス感染症に係る補正予算を審議）
●第 1回、第 2回、第 3回臨時会議
総額 826億 2,900 万円の補正額を審査し可決
（詳細は、6月1日発行の臨時号をご覧ください。）

6月定例会議
●会議日程の短縮（32日間を25日間へ）
●一般質問者数を半減 (11 名 )
●出席理事者を最小限の人数とする。
●常任委員会の同日開催による期間短縮
●最終日の採決を前日の一般質問終了後に行う。
●代表質問・個人質疑及び一般質問の際の本会議場の着席議員を半
減する。（採決は全議員が着席）

県内政令指定都市市議会議長によるテレビ会議を実施
　新型コロナウイルス感染症の流行と緊急事態宣言に伴い、横浜
市会（横山正人議長）、川崎市議会（山崎直史議長）、相模原市議
会（石川将誠議長）の議長によるテレビ会議を開催し、各市議会の
対策会議等の情報共有の取組や、議員及び職員の執務体制の見直
し、「三つの密」
を避けるための
会議設営や傍
聴 対 応、国 の
補正予算に伴う
各市補正予算
に迅速な対応を
図るための議事
運営等について
意見交換を行
いました。

2 月
 7日 議会運営委員会
 13日 本会議（提案説明）、全員協議会、議会運営委員会
 17日 環境経済・市民文教各委員会、議会運営委員会
 18日 建設委員会
 21日 本会議（代表質問・個人質疑）
 25日 本会議（代表質問・個人質疑、委員会付託）、
  麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業に関する
  特別委員会、予算特別委員会
 27日 総務委員会、予算特別委員会総務分科会
 28日 環境経済委員会、予算特別委員会環境経済分科会、
  議会運営委員会
3 月
 2日 予算特別委員会環境経済分科会、民生委員会、
  予算特別委員会民生分科会
 3日 建設委員会、予算特別委員会建設分科会
 4日 市民文教委員会、予算特別委員会市民文教分科会
 6日 予算特別委員会
 9日 議会運営委員会
 13日 本会議（委員長報告、採決）、
  総務・民生・市民文教各委員会、議会運営委員会

4 月
4月7日 新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言

13･21日 議会運営委員会
 24日 第１回臨時会議、総務・市民文教・民生各委員会、
  議会運営委員会
 27日 議会運営委員会
 30日 第２回臨時会議第１日、総務・環境経済・市民文教・民生各委員会
5 月
 1日 第２回臨時会議第２日

5月4日 新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の期間延長
 11･12･
 14日 

議会運営委員会

 15日 第３回臨時会議第１日、
  総務・建設・民生・環境経済・市民文教各委員会
 18日 第３回臨時会議第２日、
  総務・民生・環境経済・建設・市民文教各委員会、議会運営委員会

5 月
 20日 議会運営委員会

5月25日 新型コロナウイルス感染症緊急事態解除宣言
 26日 本会議（提案説明）
 29日 議会運営委員会
6 月
 3日 本会議（代表質問、委員会付託）、議会運営委員会
 4日 本会議（代表質問、委員会付託）
 8日 総務・市民文教・民生各委員会
 9日 環境経済・建設各委員会
 15日 議会運営委員会
 17･18日 本会議（一般質問）
 19日 本会議（一般質問、提案説明、委員会付託、委員長報告、採決）、
  民生・市民文教各委員会、議会運営委員会

月　日 本会議・委員会等

4月20日 県内政令市議長によるテレビ会議

市議会議員による「クラップ・フォー・ケアラーズ」（医療従事者らへの拍手を）　5月1日撮影 

2月28日 ３月定例会議の運営が協議された
議会運営委員会

6月4日 意見書は賛成総員により可決
詳細は、市議会ホームページをご覧ください。

市民の皆さまへ  
市議会からのメッセージ

　新型コロナウイルス感染症と戦う医療従事者を
はじめ、介護、子育て、幼稚園、保育園、飲食、教育、
清掃、製造、運送及び全ての市民の皆さまへ、「感
謝の気持ち」と応援のメッセージを発信しました。

相模原市議会 石川議長

横浜市会 横山議長 川崎市議会 山崎議長

●上記以外にも特別委員会を開催しております。

2020年（令和 2年）8 月 1 日  （7）
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相模原市議会相模原市議会の詳しい情報はコチラから→
※この市議会だよりは18万2,300部作成し、１部当たりの単価は7.92円です。
　また、古紙配合率70％以上再生紙を使用し、ユニバーサルデザインの視点を持って取り組んでいます。

検索検索 議会中継
（録画）

ホーム
ページ

「いいね！」してね！！

市内米軍施設を視察
令和元年10月4日

岩国市における基地対策を視察
令和2年2月4・5日　山口県岩国市

基地対策特別委員会

　2月4日は、在日米軍
再編に伴い整備された愛
宕スポーツコンプレック
ス等の現地視察を行っ
た。2月5日は岩国市の
基地対策や岩国基地沖合
移設と空母艦載機移駐の
影響等について調査研究
を行った。
　今後の本市の基地対策
の参考とする。

キャンプ座間

麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画
整理事業に関する特別委員会を開催しました

　2月25日に設置さ
れた本特別委員会は、
次の日程で付議事件
の審査を行った。

特別委員会とは
　必要に応じて、特定の問題を調査研究する委員会だよ。
　今回は令和元年度中に設置されていた6つの特別委員会
のうち、次の4つの委員会を紹介するよー。

令和元年度特別委員会 活動レポート

基地対策特別委員会
米軍基地に関する諸問題について、
議会が独自に検討すべき課題に対処

1
新たなまちづくりに関する特別委員会
都市部と郊外部におけるまちづくり、
広域連携及び公共交通に関する調査研究

2
少子高齢化・人口減少社会に関する特別委員会
少子高齢化・人口減少社会に関する調査研究3
麻溝台・新磯野第一整備地区
土地区画整理事業に関する特別委員会
麻溝台・新磯野第一整備地区
土地区画整理事業に関する調査研究

4

愛宕スポーツコンプレックス

岡山操車場跡地整備事業等を視察
令和2年1月21・22日　岡山市・大阪市

新たなまちづくりに関す
る特別委員会

　岡山市では、「岡山操車場跡地整備事業」における基本構想・基
本計画の概要や当該事業のパブリックコメントの内容、土地利用
と事業手法の考え方について調査研究を行った。
　大阪市では、「大阪駅周辺地区うめきた【大阪駅北地区】プロジェ
クト」について開発区域の概要や開発事業者の提案内容、スケジュ
ール等について調査研究を行った。
　今後の本市のまちづくりの参考とする。

岡山市役所 うめきた地区

あかし子育て支援センター 泉北ニュータウン事業の資料

泉北ニュータウン事業等を視察
少子高齢化・人口減少社会

に関する特別委員会

　明石市では、あかしこども広場を訪問し、施設の現地視察を行い、
こどもを核としたまちづくり等について調査研究を行った。
　堺市では、堺市議会を訪問し、泉北ニュータウンへの子育て世
帯等の転入促進に向けた取組について調査研究を行った。
　今後の本市の課題解決への参考とする。

○応募者本人が相模原市内で撮影した写真のうち、他のコンテスト等への応募をしていないものに限ります。
○Ｅメールの場合、1通の容量は 11MB以内で送ってください。
○採用された方には連絡を差し上げます。なお、ご応募いただいた写真やデータ等は返却しません。
○肖像権、登録商標の無断転用、著作権の侵害等に関するトラブルには、相模原市議会は一切の責任を負いません。
○掲載作品の著作権は作者に帰属しますが、相模原市議会がホームページ等で使用することができるものとします。

写真を募集しています！
フォトギャラリーとして
相模原市議会だよりに掲載する写真を
随時募集しています。

Ｅメールか郵送で、住所、氏名、電話番号、タイトル、撮影場所、コメント（50字以内）を書いて、

へ（ （政策調査課 Ｅメール seisakuchousa@city.sagamihara.kanagawa.jp
〒252-5277　中央区中央2-11-15　電話 042-769-9803

【注意事項】

応
募
方
法

今回は紙面の都合上、フォトギャラリーをお休みします。

制作協力：女子美術大学 
女子美術大学には、表紙のポス
ター制作にもご協力をいただい
ております。

みなさん、
写真応募してね！

令和2年1月22・23日　兵庫県明石市・堺市

3月 17日 包括委託契約者との契約解除について
3月 27日 庁内の検証結果報告書について
4月 8日 第三者委員会報告書について
6月 25日 職員等の処分等について
7月 7日 今後の進め方について
7月 16日 今後の進め方について  

　相模総合補給廠、キャンプ座
間、相模原住宅地区を訪問し、
各施設の状況等について担当者
から説明を受け、質疑を行った。

しょう


